平成26年３月10日　基盤整備委員会了承
平成26年10月14日　基盤整備委員会了承

令和 2年 9月 7日　基盤整備委員会了承

令和 3年12月15日　基盤整備委員会了承

令和 5年 3月 9日　基盤整備委員会了承

「研究業績調書」等の記載要領
Ⅰ．「研究業績」については、別紙様式１の様式で記入する。発表年月は、西暦で表記し、現在から過去にさかのぼって、公表年次順に記載する（ワープロ原稿を原則とする）。
　共著については、備考欄に主な共著者名と共著者の人数を記載する。
「発行所又は発表機関名」だけではその性格が明確でないと思われるものについては備考欄に注釈を記入する（記載にあたっては別紙様式１を参照のこと）。
業績内容は、次の１、２、３、４、５、６、７に分け、公表予定の業績については、学術著書については初校が終了しているもの、原著論文については受理されているものは含め、投稿中・査読中のものは除く。
１：学術著書（共著の場合は、原則として、編者、または背表紙に著者として氏名が記載されているものについては学術著書として扱い、分担執筆と判断される学術著書の各編は、レフェリー付き原著論文として扱う。）
２：学術論文（学会誌、学術雑誌等、原則として掲載のための審査を経たもの）
修士論文、博士論文はこのカテゴリーに含む。
３：学術論文（大学紀要、学会等における発表要旨（掲載のための審査を経たもの、「審査あり」と明記），市販雑誌等）
４：実務・教育実践論文（学校における実績報告書、研究紀要、大会要項等に関する執筆や編集）
５：実技（国際的、全国的レベルの演奏会、展覧会、競技会等での発表又は参加及びその成果）
６：実技（演奏会、展覧会、発表会、競技会等での発表又は参加及びその成果）
７：その他（事典等の項目執筆、教科書・テキスト、調査報告書、訳書、解説・紹介等、学会・シンポジウム等における基調講演、学会等における発表（口頭・ポスター）、教育研修会における講演や指導・助言等）
Ⅱ．「学会活動、社会的活動及び学内運営における活動」は、別紙様式２の様式で記入する。活動期間は、西暦で表記する。
Ⅲ．「実務経験・教育実践の概要」については、別紙様式３の様式で記入する。経験等年月日は、西暦で表記する。
Ⅳ．「外部資金獲得状況」については、別紙様式４の様式で記入する。研究費を受けた期間は、西暦で表記する。
（備考）
（１）修士論文・博士論文は、タイトル・内容においてその全部又は一部が他の学術論文と重複していても、独立にレフェリー付き学術論文として扱う。

（２）「研究業績調書」に記載した学術著書又は学術論文等については、区分番号１、２、３、５及び６に該当するものの実物又は複写（鮮明なもの）を提出する。その際、提出物にⅠの区分番号１、２、３、５または６と区分内の「調書」記載の順番を表紙右肩に記入する。　（例　２－１０）

（３）この記載要領は、新規採用者にも準用する。その際、「学会活動、社会的活動及び学内運営における活動」は「学会活動及び社会的活動」とする。

（４）採用及び昇任の審査をすでに受けた業績については、現物を提出する必要はない。ただし、令和２年４月１日から令和４年３月３１日に採用になった者が初めての昇任審査を受ける際は、（２）の現物の提出を要する。

別紙様式１
研　究　業　績　調　書　（記載例）
氏名（　○　○　○　○　）
	区
分
	題　目
	単著
共著
の別
	発　行
（発表）
	発行所又は発表雑誌名
等,発表機関名，ページ
	備　考

	１
	1.○　○　○　○　○　
	単著
	2020年12月
	○○書店
	

	
	2.○　○　○　○　○　
	共著
	2016年3月
	△△書院　○○頁～○○頁
	共著者A・B・C
他○○名

	
	3.○　○　○　○　○　
	単著
	2010年3月
	○○出版
	2009年度文部科学省研究成果公開促進費による出版

	
	4.○　○　○　○　○　
	共著
	2007年10月
	○○社　○○頁～○○頁
	共著者Ｃ・B・Ａ

	２
	1.○　○　○　○　○　
	単著
	2021年7月
	東方学第50号　○○頁～○○頁
東方学会
	

	
	2.○　○　○　○　○　
	共著
	2018年5月
	○○学会誌第○号
○○頁～○○頁　○○学会
	共著者B・Ａ・C
他○名

	
	3.○　○　○　○　○　
	単著
	2008年3月
	○○大学大学院○○学研究科博士論文
	

	
	4.○ ○ ○ （担当部分(章)題目）
	単著
	2007年10月
	編(著)者名，書名，○○出版，
○○頁～○○頁
	

	
	5.○　○　○　○　○　
	単著
	2006年3月
	○○学会誌第○号
○○頁～○○頁　○○学会
○○頁～○○頁　○○学会
	

	３
	1.○　○　○　○　○　
	共著
	2019年3月
	○○大学研究報告第35号
○○頁～○○頁
	共著者B・C・Ａ

	
	2.○　○　○　○　○　
	単著
	2017年3月
	○○大学国語国文学研究第45号　○○頁～○○頁
	

	
	3.○　○　○　○　○　
	単著
	2014年6月
	○○大学○○学部
研究紀要第○号
	

	
	4.○　○　○　○　○
taira.atsushi@kagawa-u.ac.jp
内線：1581


	共著
	2011年3月
	香川○○学会誌第○○号
○○頁～○○頁

	共著者A・C・Ｂ

	
	5.○　○　○　○　○　
	単著
	2007年8月
	国際○○学会2007年パリ大会発表要旨○○頁～○○頁
香川○○学会
	口頭発表（審査あり）

	４
	1.○　○　○　○　○　
	
	2020年3月
	香小研国語科研究発表会研究紀要
○○頁～○○頁
	第2章を担当

	
	2.○　○　○　○　○　
	
	2018年3月
	○○研究大会指導事例集・指導案集
	pp.5-12を執筆

	
	3.○　○　○　○　○　
	
	2013年6月
	〇〇小学校研究の取組Ｑ＆Ａ集
	研究主任としてとりまとめ

	
	4.○　○　○　○　○　
	
	2009年3月
	研究のまとめ平成〇年度　○○小現職教育のまとめ冊子
	pp.5-12を執筆

	５
	1.国民体育大会陸上競技
100ｍ優勝
	
	2018年10月
	○○国体
	タイム10秒13

	
	2.○　○　○（作品名）
	
	2015年10月
	主催○○○○○○
会場○○○○○○
	入賞，個展（企画等），入賞（賞名）招待，委嘱等を記載すること。

	
	3.日本陸上競技選手権大会
10,000ｍ　3位入賞
	
	2014年6月
	日本陸上競技協会主催
	タイム28分40秒３

	６
	1.○　○　○　○　○　
	
	2021年11月
	第○回○○定期演奏会
○○文化センター主催
	

	７
	1.香川県大百科事典
	共著
	2018年3月
	○○社　○○頁～○○頁
	項目執筆　○○○○

	
	2.○○調査報告書
	共著
	2014年3月
	○○大学教育研究特別経費
○○頁～○○頁
	共著者Ｃ・A・B

	
	3.○　○　○　○　○　
	
	2011年10月
	○○学会○○大会
	口頭発表
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